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白鷹町文化交流センター  AYu：M
（あゆーむ）建物完成②
もう提出いただきましたか？
フレッツ光仮申込書⑥
新しい公共交通体系の実現に向けて⑧
「しらたか古典桜の里推進協議会」設立⑨
「審議会等委員」を募集します⑩
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かねたん、白鷹に参上！子どもたち大喜び。　－　フラワー長井線「天地人列車」運行（２月１日）
　荒砥駅に降り立った参加者53人は、荒砥地区公民館で町そばの里づくり振興会の皆さんの隠れそばを味わい、鮎貝語り部
クラブ会長の佐藤きくさんによる天地人の「語り」に聴き入るなど、冬の白鷹を楽しみました。また、スタッフは甲冑姿の
直江兼続に扮

ふん

しガイドを務めるなどツアーを盛り上げました。この企画列車は、大河ドラマ「天地人」の放送を記念し、山
形鉄道と天地人列車推進会議（新野久子代表）が、昨年５月から計画に入り実現したものです。
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白鷹町文化交流センターA
あ ゆ ー む

Yu:M、
建物完成。
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ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

公
演
や
講
演
会
な
ど
、
多
目
的
な
用
途
に
対
応
で
き

る
ホ
ー
ル
で
す
。

　

客
席
数
は
２
０
０
席
ほ
ど
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で

す
が
、
室
内
楽
な
ど
の
演
奏
に
最
適
な
質
の
高
い
音

響
設
計
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
社
交
場
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
、

本
格
的
な
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
客
席

は
掘
り
込
み
式
の
平
土
間
で
、
必
要
に
応
じ
置
き
イ

ス
を
取
り
払
っ
て
客
席
側
を
ス
テ
ー
ジ
に
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
調
整
室
、
楽
屋
、
ピ
ア

ノ
庫
が
あ
り
ま
す
。
調
整
室
で
は
、
音
響
・
照
明
の

緻ち

密
な
設
定
や
操
作
が
可
能
で
す
。
ピ
ア
ノ
庫
は
温

湿
度
調
整
が
で
き
、
ホ
ー
ル
備
え
付
け
の
ピ
ア
ノ
を

良
い
状
態
で
保
管
で
き
ま
す
。
楽
屋
は
２
部
屋
あ
り
、

ホ
ー
ル
の
状
況
を
把
握
で
き
る
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
備

え
て
い
ま
す
。

「文化・交流・人づくり」の拠点として、鮎貝地区に建設を進めている
（仮称）白鷹町文化交流センター AYu:M（あゆーむ）。その建物が、昨年
12月ついに完成しました。今回は、AYu :M の主な３つのゾーンである
ホール・文化伝承室・ギャラリーを中心に、設備と機能をご紹介します。
なお、10月のオープンを目指して外構工事を進めるとともに、カーテン、
イス・テーブルなどの備品は順次納入していきます。�

文
化
伝
承
室

　

油
彩
画
教
室
や
工
芸
教
室
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
各
種
展
覧
会
、
講
演
会
な
ど
、
多
目
的
な
用
途

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
利
用
者
は
、
自
ら

部
屋
を
借
り
て
展
覧
会
を
開
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

室
内
に
は
創
作
活
動
用
の
作
業
机
や
イ
ス
の
ほ
か
、

会
議
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
置
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
ス

ペ
ー
ス
は
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
（
可
動
式
の

壁
）
で
仕
切
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
大
き
な
１
部

屋
と
し
て
も
小
さ
い
３
部
屋
と
し
て
も
、
自
由
に
レ

イ
ア
ウ
ト
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

部
屋
の
両
サ
イ
ド
に
は
ス
ク
リ
ー
ン
が
あ
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
講
義
や
映
像
の
上
映
が
可

能
で
す
。
流
し
も
あ
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
の
水
仕
事
も
行
え
ま
す
。

 音  響へのこだわり
ホールの音響設計を行った株式会

社永田音響設計は、サントリーホ

ールなども手掛けた、音響設計に

おける日本最高峰の企業。残響時

間は、特に室内楽において最適と

いわれる1.1 ～ 1.4秒に設定され

ている。

面積
ステージ：66.39㎡
客席　　：91.17㎡

面積
文化伝承室１：36.11㎡
文化伝承室２：41.74㎡
文化伝承室３：36.11㎡

①ホール　　②客席
③調整室　　④楽屋

⑤文化伝承室
⑥３部屋に仕切った例
⑦Ｚ型の１部屋にした例
⑧スクリーン

⑧

⑥

⑦

⑤

④

③

②

①

（仮称）



　交流回廊

　平成21年度の事業予定　今後の動き

　オブジェと照明器具

　館内サイン

　受　付 　ロビー 　ミーティング室

G
allery
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 梅  津五郎という洋画家
白鷹町生まれ。画業のため上京し、

伝統と権威ある日展に入選・特選

を重ねた。売り絵は描かず、中華

料理屋を営みながら画業にまい進

し、所属した東光会では理事長を

務めた。豊かな色彩感と厚塗りの

筆致で、日本各地の風景、とりわ

け山形を多く描いた。

梅津五郎
1920－2003
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
室
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
１
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
の
３
つ
の
展
示
室
が
あ
り

ま
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
室
お
よ
び
１
で
は
、
主
に
梅

津
五
郎
（
下
記
参
照
）
作
品
の
常
設
展
示
を
行
い
ま

す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
は
、
主
に
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

し
て
自
ら
展
覧
会
を
開
催
し
た
い
利
用
者
に
貸
し
出

し
ま
す
。
ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
室
・
１
・
２
全
体

を
使
い
、
ほ
か
の
美
術
館
の
作
品
を
展
示
す
る
よ
う

な
企
画
展
覧
会
も
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。

　

各
展
示
室
と
も
、
作
品
保
護
の
た
め
の
温
湿
度
管

理
が
で
き
、
調
光
可
能
な
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
と
絵
画

を
つ
っ
て
展
示
す
る
た
め
の
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ
ー
ル
を

備
え
ま
す
。　

　

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
は
、
収
蔵
庫
が
あ
り
、
所
蔵
す

る
梅
津
五
郎
作
品
を
保
管
し
ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
も
あ
り
、
美
術
作
品
の
搬
出
入
が
安
全
に

効
率
よ
く
で
き
ま
す
。

ロゴマークは、白鷹町出身の現代工芸家・
青木邦明さんによって制作されました。
【コンセプト】
梅津五郎自画像の耳の部分をヒントに、現
代社会のめまぐるしい情報の中から、現

い ま

代
を的確にとらえ未来に発信する場と念じ、
「あゆーむ」のアルファベットの「ａ」の
文字を耳の形に造形しました。
　　（本来は青色と赤色）には、男女が共
に出向いてほしいという意図を込めました。

ロゴタイプは、まちづくり推進課にて制作
しました。「あゆーむ」をアルファベットで
表したものです。

⑨ギャラリー 1
⑩ギャラリー前室
⑪ギャラリー２
⑫収蔵庫

あ
ゆ
�
む
ロ
ゴ
�
で
き
ま
し
た
�

ロビーチェアなどが置かれ、自動販
売機コーナーも。コンサートの前後
や、待ち合わせなどの時間をゆった
りと過ごせます。

会議や、イベント時の託児所として
利用できます。チケットの購入や利用申請はこちらへ。

各部屋の案内表札は、深山焼の陶板で
できています。作者は「深山工房・つ
ち団子」の金田利之さん。オリジナル
の紅花釉は、深い黄色の肌合い。

館内には、現代工芸家青木邦明さんに
よって制作されたオブジェと照明器具
があります。オブジェは最上川を、照
明器具は養蚕に使う「まぶし」をイメ
ージしたもので、白鷹町の伝統文化に
深く根付いた作品です。

【工事関係】
　現在、駐車場や「屋外交流広場」の
　工事中。今年の９月までには全工事
　が完了する予定です。
【管理運営方針】
　「文化交流センター運営検討委員会」
　の皆さんと共に、管理方法、コンサ
　ートなどの事業の運営方針を検討中。

　使用申込の受付は４月からを予定し
　ています。あゆーむブログもご覧く
　ださい。
　http://samidare.jp/siraayu09/

【平成21年10月】
　○オープニングイベント
　○古部賢一（オーボエ）と鈴木大介　
　　（ギター）のコラボ・コンサート
　○開館記念展覧会
【平成21年11月】
　○クリスマスゴスペルコンサート
　　市岡裕子トーク＆ライブ
【平成21年12月】
　○現代ダンス：公演とワークショップ
【平成22年１月】
　○クラシック音楽会
　　：公演とワークショップ

ここは各ゾーンをつなぐ回廊で、
屋外の交流広場を一望できるスペース
です。隣接する文化伝承室とは一続き
のスペースとしても利用でき、展覧会
やダンスの練習などに利用できます。
リズミカルに並ぶ柱には、黒鴨産など
の杉材が使われています。

面積
ギャラリー前室：   53.19㎡
ギャラリー１　：114.62㎡
ギャラリー２　：   57.14㎡⑨

⑩

⑪⑫



光Ｑ＆Ａ その２

●6　　 広報しらたか　2009.2.12　　 広報しらたか　2009.2.12●7

☆より安心できる地域医療のために

　開業医を中心として、２年後

にはインターネットによる医療

点数請求をしなければならなく

なります。現在はそのためにＩ

ＳＤＮ回線を使い、そのほかＡ

ＤＳＬ回線を使っています。毎

月経費がかさみ、頭を悩ませて

いるところです。

　光ファイバーが入れば、その

問題は解決します。もちろん今

後、地域医療各分野への導入も

期待でき、それは患者さん自身

がより安心して医療を受けられ

ることにもつながるでしょう。

ですから、今回の「実現の会」の取り組みにも積極的に

協力していきたいと思います。

　また、最近は転地（転居）の条件として「光ファイバ

ーが引かれている地域かどうか」があるそうです。もう

当たり前の社会基盤になりつつあります。定住人口増加

のためにも必要ですね。

もう提出いただきましたか？
フレッツ光（光ファイバー）仮申込書。

☆町民のかた一人ひとりが喜べるサービスを
光で提供したい。

　映像の配信が容易になること

で、コミュニティー放送などに

も活用できるのではないでしょ

うか。地元のお祭りやイベント

などを町内放送として配信する

ことで、より身近な情報を家に

いながらにして見ることができ

るようになります。

　情報センターとしては、さま

ざまな講習会を実施したい。光

ファイバー導入によって、自分

の好きな時間に講習を受けたり、

「１対多人数」の講習を実施し

たりできるようになります。現

在情報センターで行っている「リモート・パソコンメン

テナンス」をよりスムーズに、広範囲に行うことができ

るようになります。新しいものだけではなく、既存のサ

ービスの質的な向上にもつながります。

　これからは防災や防犯、福祉の分野でのテレビ電話の

活用などが目指されています。安心安全という面では、

独り暮らしのお年寄りにこそ使ってほしいですね。使い

方の部分で情報センターがフォローしていくような形が

取れれば良いと思います。

　生活に密着した形で、かしこまらず、気軽にできる新

しい生活空間としてのインターネット環境となれば、町

民のかた一人ひとりが喜べるものになるはず。それを実

現する一つの手段が、光ファイバーです。そしていつし

か、お茶を飲むように、部屋で電気をつけるように、日

常生活の行動として、テレビ電話やインターネットを使

う時代が来ること、それが夢ですね。

☆企業のシステム拡充、そして産業振興へ

　当社で導入している生産管

理システムは、本社、川崎市

や朝日町などの工場同士を既

存のネット環境でつないでい

ます。しかし、山形工場は拠

点から距離があることもあり、

ＡＤＳＬでは送受信などの場

面において不都合を生じるこ

とが多々あります。年々大量

の情報交換が要求されており、

数年前からＡＤＳＬでは限界

を感じています。

　光ファイバーの整備・導入

は、その課題を解消する必要

不可欠なものです。導入によって生産性も向上され、

各部門での速度アップや質的向上につながっていくこ

とになります。

　町内の産業振興にとっても、大切な社会基盤です。

今後、さらなる活用の幅が広がってくるものだと思い

ます。ぜひ早期実現を期待しています。

☆あるがままを伝える、思い入れを持っていただく。
その方法の一つとして「光」に期待したい。

　わたしたち農業者は、顔の見える農業

が当たり前のようになり、顔のつながり

で成り立っている部分が大きい。生産者

がつくった物を直接販売していることが

強みです。社会でも食の不安が叫ばれ、

これからはますます安全性が求められ、

差別化が必要になります。

　その意味では、光ファイバーには期待

が大きいです。お客さまからの質問に電

話で答えたり、ホームページやチラシ上

で写真での商品説明をしたりしてますが、

なかなか伝わらないことがあります。例

えば、農作業の工程を時季ごとに映像で

発信することや、商品説明を生産者自ら

が行い映像で流すことなどができれば、よりリアルに取り組みが

伝わり、わたしたちの思いももっと届くのではないかと思います。

　もちろん安心安全で、新鮮で、おいしい物をつくることはこれ

までどおり。そして、その取り組みや作物を伝える表現が、光に

よって良く変わってくること、待ち望んでいます。

みなさんに“光”への期待の声を伺いました

あ
と
ひ
と
息
で
、

夢
が
一
歩
近
づ
き
ま
す

町総合情報センター
公益情報課
長谷部　孝さん

㈱ニクニ山形工場
総務部次長
安部　進さん

サンファームしらたか
管理部

小口尚司さん

わたなべ歯科医院
歯科医師
渡邉英昭さん

☆だんだん良いものだとわかってきた。

　家では電話しか使っ

てないし、光ファイバ

ーは自分には関係ない

と思っていました。使

い道もわからないし。

　ただ、周りで光ファ

イバーの話をよく耳に

するようになり、良い

ものだとわかってきた

し、これからの社会に

必要なものなんだと感

じています。

　お年寄りの生活にも

便利でやさしいサービ

スを提供する方法だとも聞くし、もちろんこれ

から町で育つ子どもたちには大事な設備だと思

います。みんなで町のことを考えるいい機会だ

と思います。だから今回、納得して「仮申込書」

を書きました。将来的には、自分でもインター

ネットなどしてみたいかな…。

安達平助さん
（畔藤）

　白鷹町－光ブロードバンド実現の会では、全町光ファイバー通信網のサービス
提供要望を行うため、仮申込書を受け付けてきました。２月６日現在、９２１の
仮申込書をいただいています。
　実現の会では、サービス提供を求める皆さんの声をできるだけ多く集約するた
め、仮申込書は１７００の目標に向けて取り組んでいきます。 
　今回は「白鷹町フレッツ光仮申込書」を提出いただいた皆さんの声を紹介しま
す。「すぐに利用してみたい」「どんなものか見ながら、将来は利用したい」などの
お話をいただきました。
　できるだけ早く目標を達成できますよう、すぐにサービス提供を希望されるか
た、将来状況を見て受けようと考えていらっしゃるかたは、ぜひ仮申込書を直接
提出いただきますようお願いいたします。
　また、既に仮申込書を提出いただいたかたも、白鷹町在住のご友人やご親戚の
かたがたにもお声がけしていただき、仮申込書を提出されるようお話いただくな
どのご支援、ご協力をお願いいたします。

　全町光ファイバー通信網実現のため、
仮申込書「１７００」の目標達成に向けて

　２月６日現在、９２１の仮申込書

問：現在、利用するサービスの都合でＡＤＳＬ
　とＩＳＤＮを使っています。同じ場所で使っ
　ているので、契約をまとめてフレッツ光にで
　きるのでしょうか。料金はどう変わるのでし
　ょうか。
答：契約をまとめて「フレッツ光」にすること
　ができます。利用状況で金額は違いますが、
　毎月600円以上は安くなるのではないかと思
　われます。 

問：自宅と店舗が離れている場合、別々に申し
　込みが必要となるのでしょうか。 
答：自宅と店との距離などにもよりますが、自
　宅への光ケーブルの引き込みと店舗への光ケ
　ーブルの引き込みが違っている場合、別々の
　契約となります。ただし、自宅と店舗が別棟
　でもＬＡＮケーブルなどで接続することが可
　能であれば、１契約にすることはできます。

仮申込書提出先・問い合わせ

白鷹町－光ブロードバンド実現の会事務局

　（総務政策課情報企画係内）

　☎85－6121 ／ FAX85－2128
　Ｅメール：hikari@shirataka.net

住みよい町へ導くひかり



みなさんの住む

ほぼ全域を

デマンドタクシーが

走りますこれまでに各桜
で行われた視察
会の様子。
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運行エリア 区域 運行便数 運行日 料金

川西エリア
蚕桑地区、鮎貝地区、
荒砥地区、十王地区

１日８便 月曜から金曜の週５日
＊祝日、年末年始は運休

１回 500 円
川東エリア

荒砥地区、十王地区、
鷹山地区、東根地区、
鮎貝

＊利用する場合は前日まで予約が必要です。

■デマンドタクシー運行計画

■デマンドタクシー運行エリアとスクールバス予定路線図

新
�
�
公
共
交
通
体
系
�
実
現
�
向
�
�

４
月
か
ら
始
ま
る

公
共
交
通
の
か
た
ち 

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

４
月
か
ら
町
内
の
公
共
交
通
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
川
西
エ
リ
ア
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
は
、
川
東
エ
リ
ア
の
運
行
も
開
始
し
町
内
全
域
を
カ
バ

ー
し
ま
す
。
ま
た
、
荒
砥
と
大
瀬
の
間
を
走
る
町
営
バ
ス
「
荒

砥
・
大
瀬
線
」
と
荒
砥
と
中
山
の
間
を
走
る
山
交
バ
ス
「
荒
砥

・
中
山
線
」
は
３
月
い
っ
ぱ
い
で
廃
止
さ
れ
、
２
つ
の
路
線
に

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
走
る
予
定
で
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
児

童
生
徒
の
ほ
か
一
般
の
か
た
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

山
交
バ
ス
の
長
井
・
山
形
線
は
引
き
続
き
運
行
さ
れ
ま
す
が
、

赤
字
路
線
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
が
な
く
な
る
と
そ
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
あ
た
っ
て

は
、
道
路
運
送
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民
代
表
、
国
、
県
、

運
送
事
業
者
及
び
運
転
者
が
組
織

す
る
団
体
、
道
路
管
理
者
、
警
察
、

町
な
ど
、
関
係
者
・
関
係
機
関
が

一
同
に
協
議
す
る
「
白
鷹
町
地
域

公
共
交
通
会
議
」
で
具
体
的
な
検

討
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
詳
し
い

ご
案
内
は
、
広
報
３
月
12
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

病院前 荒砥車庫前
荒砥小学校口

東中学校口

スピカ前

荒砥駅前

大瀬

白鷹スキー場

スクールバス
（荒砥～大瀬線）

スクールバス
（荒砥～中山線）

山交バス
（長井～山形線）

デマンドタクシー
（川西エリア）

デマンドタクシー
（川東エリア）

白鷹町地域公共交通会議は、
次のとおり開催予定です。

●日時　２月19日（木）　　
　　　　午後１時30分～
●場所　役場２階会議室

―　デマンドタクシーの運行計画（案）―

■公共交通に関する
　ご意見お問い合わせは
　総務政策課　政策企画係
　☎85－6123 ／ FAX85－2128

ふるさとの古典桜を後世に。

「しらたか古典桜の里推進協議会」が
発足しました

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か
よ
り
、

協
賛
金
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

農
事
組
合
法
人
サ
ン
フ
ァ
ー
ム

し
ら
た
か
は
、
白
鷹
特
産
の
「
啓

翁
桜
」
を
栽
培
・
販
売
し
て
お
り
、

全
国
各
地
へ
届
け
て
い
ま
す
。
同

じ
桜
を
通
し
て
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
団
体
と
し
て
、
古
典
桜
の
里

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
話
が
持

ち
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
啓
翁
桜
の
お
客
さ
ま
に

賛
同
い
た
だ
き
、
売
上
金
の
一
部

を
「
協
賛
金
」
と
し
て
寄
贈
し
、

桜
の
保
存
・
伝
承
に
協
力
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

推
進
協
議
会
設
立
総
会
に
出
席

し
た
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か
代

表
理
事
の
加
藤
嘉
郎
さ
ん
は
「
全

国
各
地
の
皆
さ
ま
の
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
古
典
桜
の
里
の
保
存

・
育
成
に
一
緒
に
な
っ
て
協
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
こ
れ
か
ら
の
決

意
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
29
日
、設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
は
、
古
典
桜
や
桜
の
古

木
が
多
数
あ
り
、
地
域
資
源
・
観

光
資
源
と
し
て
生
か
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
十
数
年
前
ま
で
は
無
名
に

近
か
っ
た
桜
た
ち
も
、
現
在
で
は

広
く
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
春
に
は
６
万
人
も
の
観
光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
各
保
存
会
や
観
光
協
会

会
員
の
皆
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
努

力
の
結
晶
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
病
気
、
枝
折
れ
な
ど

に
よ
る
樹
勢
の
衰
え
が
目
立
つ
古

木
も
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
各
保

存
会
が
中
心
と
な
っ
て
樹
勢
回
復

作
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
統
一
し
た
保
存
方
法
な

ど
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
が
そ

の
時
々
の
仕
方
で
作
業
す
る
な
ど
、

保
存
活
動
に
迷
い
も
あ
り
、
課
題

も
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
を
研
修
・
連
携

に
よ
り
解
決
し
な
が
ら
、
白
鷹
の

桜
の
魅
力
を
発
信
し
、
全
国
に
誇

れ
る
古
典
桜
の
里
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
当
協
議
会
が

発
足
し
ま
し
た
。

　

構
成
団
体
は
、
各
桜
保
存
会
、

町
観
光
協
会
、
町
、
町
教
育
委
員

会
な
ど
で
、
各
保
存
会
か
ら
１
名

が
役
員
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
は

薬
師
桜
保
存
会
会
長
の
板
垣
長
栄

さ
ん
が
就
任
し
「
各
保
存
会
が
一

つ
の
組
織
と
な
り
、
活
動
し
や
す

い
環
境
が
で
き
ま
し
た
。
古
典
桜

の
里
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
作
家
・
童
門
冬
二
さ
ん
か

ら
「
古
典
桜
の
里
か
ら
日
本
の
美

し
い
心
を
世
界
に
発
信
し
て
く
だ

さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
、
参
加
者

一
同
今
後
の
活
動
に
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
に
引
き
続

き
行
わ
れ
た
「
意
見
・

情
報
交
換
会
」
で
は
、

昨
年
11
月
に
行
っ
た
視
察
会
の
結

果
や
各
桜
の
現
状
、
こ
れ
か
ら
の

保
存
活
動
の
取
り
組
み
な
ど
が
報

告
・
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
保
存
会
の
組
織
育
成

や
保
存
育
成
技
術
研
修
会
、
桜
観

光
事
業
の
情
報
交
換
会
な
ど
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

白
鷹
町
に
点
在
す
る
樹
齢
５
０
０
年
以
上
の
古
典

桜
を
は
じ
め
と
し
た
桜
の
名
木
を
後
世
に
残
そ
う

と
、
町
と
関
係
団
体
が
一
緒
に
な
り
「
し
ら
た
か

古
典
桜
の
里
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

サンファームしらたか

代表理事　加藤嘉郎さん

童
門
�
�
�
�
寄
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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本
会
議
は
、
地
域
実
情
に
即
し

た
保
健
・
医
療
・
福
祉
事
業
の
円

滑
な
推
進
を
目
的
と
し
て
、
各
種

事
業
計
画
を
具
体
化
し
て
い
く
た

め
に
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
く
機

関
で
す
。

●
募
集
人
員　

３
人

●
任
期

　
　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

●
応
募
資
格

(1)
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
20
歳
以
上
の
か
た

(2)
健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

　

年
２
〜
４
回
程
度
の
会
議
に
出

　

席
で
き
る
か
た

(3)
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
こ
と

(4)
次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
た

①
納
税
（
町
税
等
）
義
務
を
満
た

　

し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、被
法
定
保
佐
人
、

　

被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

●
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
う
え
、
健
康
福
祉
課

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用

　

紙
は
健
康
福
祉
課
に
準
備
し
て

　

い
ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り

　

３
月
９
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

●
選
考　

審
議
会
等
委
員
選
考
審

　

査
会
で
審
査
の
う
え
、
選
考
し

　

ま
す
。

●
審
査
結
果　

応
募
者
全
員
に
通

　

知
し
ま
す
。

●
委
員
報
酬　

日
額
３
０
０
０
円

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２

１
０
）

�
白
鷹
町
明
る
い
健
康
都
市
づ
く
り
推
進
会
議
�
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
20
歳
以
上

　

の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
〜
３
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
図
書

　

館
管
理
係（
☎
85

－

６
１
４
６
）

⑤
白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会

町
内
の
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用

に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議

す
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以
上

　

の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
３
回
程
度

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会　

文

　

化
振
興
係（
☎
85

－

６
１
４
６
）

⑥
白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
道
路
、
都
市
公
園
、
下

水
道
な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議
を

行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
の
都
市
計
画
区

　

域
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
３
回
程
度

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
地
域

　

整
備
係
（
☎
85

－
６
１
４
２
）

⑦
白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審

　

議
会

下
水
道
事
業
に
係
る
受
益
者
負
担

金
と
分
担
金
、
使
用
料
な
ど
に
関

し
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関
で

す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
下
水
道
使
用
者
で
、
応
募

　

時
点
で
満
25
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
〜
２
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
下
水

　

道
係
（
☎
85

－

６
１
３
８
）

⑧
白
鷹
町
水
道
事
業
経
営
審
議
会

水
道
事
業
の
経
営
そ
の
他
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議
を

行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
水
道
使
用
者
で
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
〜
２
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
水
道

　

係
（
☎
85

－
６
１
３
７
）

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
う
え
、
所
管
部
署
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用

　

紙
は
各
所
部
署
に
準
備
し
て
い

　

ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　

３
月
９
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で

　

審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

■
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

(1)
各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非

　

常
勤
特
別
職
と
し
て
任
命
さ
れ

　

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
白
鷹
町

　

個
人
情
報
保
護
条
例
第
３
条
第

　

２
項
の
適
用
を
受
け
る
と
と
も

　

に
、
同
条
例
の
規
定
に
違
反
し

　

た
場
合
（
職
務
上
知
り
得
た
個

　

人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
な

　

ど
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

(2)
委
員
報
酬　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
額

　

の
報
酬
を
お
支
払
い
す
る
予
定

　

で
す
。

◇
白
鷹
町
振
興
審
議
会
、
白
鷹
町

　

環
境
審
議
会
、
白
鷹
町
国
民
健

　

康
保
険
運
営
協
議
会
、
白
鷹
町

　

都
市
計
画
審
議
会
、
白
鷹
町
下

　

水
道
事
業
運
営
審
議
会
、
白
鷹

　

町
水
道
事
業
経
営
審
議
会
の
各

　

委
員
に
は
、
日
額
３
０
０
０
円

　

（
た
だ
し
、
会
議
時
間
が
４
時

　

間
を
越
え
た
場
合
は
日
額
６
０

　

０
０
円
）

◇
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
の
委
員

　

は
年
額
８
５
０
０
円

◇
白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
の

　

委
員
は
年
額
１
６
０
０
０
円

　

 

各
審
議
会
等
に
共
通
す
る

　

 

応
募
資
格

◇
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

　

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

◇
原
則
と
し
て
、
年
間
複
数
回
開

　

催
さ
れ
る
会
議
な
ど
に
出
席
で

　

き
る
か
た
（
各
審
議
会
等
の
予

　

定
回
数
は
個
別
要
項
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。）

◇
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
こ
と

◇
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

(1)
納
税
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、

　

使
用
料
な
ど
を
含
む
）
義
務
を

　

満
た
し
て
い
る
こ
と

(2)
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

(3)
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

(4)
被
法
定
後
見
人
、被
法
定
保
佐
人
、

　

被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ
と

(5)
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

　

  

任　

期

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

　

た
だ
し
、
白
鷹
町
国
民
健
康
保

　

険
運
営
協
議
会
は
平
成
21
年
５

　

月
１
日
か
ら
平
成
23
年
４
月
30

　

日
ま
で
、
欠
員
補
充
と
な
る
白

　

鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
は
平

　

成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22

　

年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

  

各
審
議
会
等
の
役
割
と

　

  

応
募
資
格
な
ど

①
白
鷹
町
振
興
審
議
会

町
の
振
興
実
施
計
画
の
策
定
や
変

更
な
ど
の
審
議
、
計
画
の
実
施
に

関
し
て
必
要
な
調
査
な
ど
を
行
う

機
関
で
す
。
な
お
、
今
回
は
第
５

次
総
合
計
画
に
つ
い
て
も
審
議
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以
上

　

の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
４
〜
５
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

総
務
政
策
課
政
策

　

企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

②
白
鷹
町
環
境
審
議
会

町
の
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創
造
、

環
境
基
本
計
画
の
進
め
方
、
進
行

状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
機

関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以
上

　

の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
〜
４
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

町
民
税
務
課
く
ら

　

し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６

　

１
３
１
）

③
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営

　

協
議
会

町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る

機
関
で
す
。
本
協
議
会
は
、
Ａ
被

保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
３
人
、

Ｂ
保
険
医
ま
た
は
保
険
薬
剤
師
を

代
表
す
る
委
員
３
人
、
Ｃ
公
益
を

代
表
す
る
委
員
３
人
の
計
９
人
で

組
織
さ
れ
、
募
集
対
象
は
Ａ
の
被

保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

　

者
で
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以

　

上
満
73
歳
未
満
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
〜
４
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

町
民
税
務
課
国
保

　

医
療
係
（
☎
85

－
６
１
３
０
）

④
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
委
員

図
書
館
を
地
域
住
民
に
密
着
し
た

存
在
に
す
る
た
め
に
、
図
書
館
の

運
営
や
活
動
に
対
し
て
意
見
を
述

べ
る
機
関
で
す
。

　

今
回
委
員
を
募
集
す
る
審
議
会
等
と
募
集
人
員

①
白
鷹
町
振
興
審
議
会　
　
　
　
　
　
　

５
人

②
白
鷹
町
環
境
審
議
会　
　
　
　
　
　
　

３
人

③
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　

３
人

④
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会　
　
　
　
　
　

５
人

⑤
白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会　
　
　
　

１
人（
欠
員
補
充
）

⑥
白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会　
　
　
　
　

２
人

⑦
白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会　
　

２
人

⑧
白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会　
　
　
　
　

３
人

「審議会等委員」を

 募集します

“しらたか”をもっともっといい町に !!
まちづくりにあなたの力を貸してください !!

　わたしたちが生活している町を住みよい町としていくために
は、わたしたち自らがまちづくりに参画して、みんなで知恵を
出し合いながら一つずつ行動に移していくことが必要です。
　その一つの方法として、協働のまちづくり条例では、町が設
置するさまざまな審議会等の委員を選任するにあたり、自ら参
画しようというかたの募集について定めています。
　各審議会等の役割は、まちづくりを進めていくための重要な
計画などについて、調査や審議をしながら、町に対し意見を述
べていくことです。
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第
41
回
西
置
賜
地
区
ス
ポ
ー
ツ

振
興
懇
談
会
兼
第
20
回
白
鷹
町

ス
ポ
ー
ツ
振
興
懇
談
会

　

１
月
17
日
、
パ
レ
ス
松
風
に
お

い
て
、
西
置
賜
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振

興
懇
談
会
兼
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
約
１
０
０
人
の
西
置
賜
管
内

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が
参
加
。
懇
談

会
に
先
立
ち
、
平
成
20
年
度
白
鷹

町
体
育
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
町

の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
功
績
の
あ
っ

た
か
た
、
競
技
者
と
し
て
す
ば
ら

し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
た
か
た
が

た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会

で
は
、
社
団
法
人
山
形
県
ス
ポ
ー

ツ
振
興
21
世
紀
協
会
の
新
藤
一
晴

常
務
理
事
よ
り
「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ

山
形
の
現
状
と
将
来
展
望
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
Ｊ
１
昇
格

に
向
け
た
取
り
組
み
と
課
題
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
白
鷹
町
体
育
協
会

表
彰
者

●
功
労
賞

　

鈴
木　

美
信
さ
ん

　

（
鷹
山
地
区
社
会
体
育
振
興
会

　
　

／
滝
野
）

●
指
導
功
績
賞

　

川
井　

久
吾
さ
ん

　

（
サ
ッ
カ
ー
／
畔
藤
）

●
殊
勲
賞

　

中
村　

真
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
浅
立
）

　

江
口　

聡
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
山
口
）

　

酒
井　

宏
幸
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
横
田
尻
）

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　

鈴
木　

豊
さ
ん

　

（
陸
上
／
山
形
大
学
・
中
山
）

　

安
達　

桂
子
さ
ん

　

（
陸
上
／
富
士
大
学
・
中
山
）

　

信
夫　

香
織
さ
ん

　

（
陸
上
／
山
形
城
北
高
校
・
鮎

　
　

貝
）

　

船
山　

千
帆
さ
ん

　

（
陸
上
／
蚕
桑
小
学
校
・
横
田

　
　

尻
）

　

紺
野　

蒼
天
さ
ん

　

（
水
泳
／
東
根
小
学
校
・
畔
藤
）

　

工
藤　

貴
徳
さ
ん

　

（
水
泳
／
米
沢
中
央
高
校
・
浅

　
　

立
）

白鷹町の元気100歳・笑顔100彩

工藤きくゑさん（荒砥乙）岩崎きちさん（荒砥乙） 海老名よねさん（十王）

　１月７日と９日、今年100歳（数え年）を迎えられるかたがたに、
町から祝品の打出の小づちと祝金が贈られました。
　明治43年生まれの３人のかたがたが100歳を迎えられました。本当
におめでとうございます。皆さんのご長寿の秘訣は、好き嫌いなく何
でも食べること。温かいご家族に見守られ、元気に過ごすおばあちゃ
んがたの笑顔がすてきでした。これからもお元気でお過ごしください。

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選

　

こ
の
ほ
ど
平
成
20
年
度
の
県
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
町
広

報
紙
「
広
報
し
ら
た
か
平
成
20
年

９
月
12
日
号
」
が
、
町
村
の
部
に

お
い
て
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

応
募
し
た
本
号
は
ち
ょ
う
ど
１

０
０
０
号
の
記
念
号
で
、
こ
れ
ま

で
の
町
の
歩
み
を
１
０
０
号
ご
と

に
振
り
返
り
、
町
民
の
か
た
が
た

に
も
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
の

活
動
を
伝
え
、
そ
し
て
町
の
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　町立病院と健康福祉センターにだんごの
木がお目見えしました。小正月に合わせて
町健康づくり推進員の皆さんが飾り付けた
もので、すばらしい文化を次代に伝えてい
こうと毎年行われています。病院の正面玄
関には、紅白のだんごやたいのフナ菓子、
折り鶴など彩り鮮やかに、そして天井に伸
びるように飾り付けられ、通院する人たち
の心を和ませていました。

健
康
�
無
火
災
�
願
�
�

町
健
康
推
進
委
員
�
�
�
�
下
�

　

こ
れ
は
、
食
品
流
通
構
造
改
善

促
進
機
構
主
催
で
、
独
自
の
経
営

努
力
で
小
売
店
と
し
て
の
特
性
を

発
揮
し
、
経
営
コ
ス
ト
縮
減
な
ど

の
面
で
優
れ
た
経
営
技
術
を
確
立

し
て
地
域
社
会
の
消
費
者
の
支
持

を
得
て
い
る
食
料
品
等
小
売
店
な

ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
17
回

目
と
な
る
今
回
は
、
全
国
か
ら
３

０
０
余
り
の
小
売
店
な
ど
が
参
加

し
、
最
終
的
に
32
社
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

有
限
会
社
や
ま
り
は
明
治
43
年

創
業
で
、
当
時
か
ら
つ
く
り
続
け

て
い
る
「
や
ま
り
ま
ん
じ
ゅ
う
」

は
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
金
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
お
菓

子
か
ら
新
開
発
の
も
の
ま
で
お
客

様
か
ら
好
評
の
商
品
も
多
く
、
業

績
も
好
調
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
福
祉
施
設
の
入
所
者
を
臨
時

で
雇
う
な
ど
障
が
い
者
の
雇
用
促

進
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
店
舗
や
社
員
な
ど
総
合
的

に
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

６
代
目
の
新
宮
利
幸
さ
ん
は
、

「
永
続
性
の
あ
る
仕
事
で
、
個
人

と
し
て
も
会
社
と
し
て
も
地
域
の

中
で
の
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
受
賞
を
契

機
と
し
て
、
お
客
さ
ま
と
幸
せ
な

時
間
を
共
有
す
る
と
い
う
気
持
ち

を
高
め
、
お
菓
子
を
お
届
け
し
た

い
」、ま
た
「
白
鷹
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
地

域
の
良
さ
を
合
わ
せ
て
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

有
限
会
社
や
ま
り（
新
宮
政
利
社
長
）が

「
食
品
流
通
構
造
改
善
促
進
機
構
会
長
賞
」を
受
賞

第58回「社会を明るくする運動」
標語コンテスト

　多数の応募作品の中から、県表彰５点に選ば
れた作品です。

●標語小学生の部
○最優秀賞
　「まちがすき。人がすき。
　　　　　　　みんなの力で明るい社会」
　　　佐藤美空さん（鷹山小３年）
○優秀賞
　「失敗を責めずに助ける仲間たち」
　　　菊地拓哉さん（東根小６年）

主催／社会を明るくする運動山形県実施委員会

平
成
21
年
白
鷹
町
芸
術
文
化

協
会
新
春
の
つ
ど
い

　

１
月
18
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
で
、
町
芸
術
文
化
協
会
の
新

春
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
な
ど
約
１
２
０
人
の
参
加
の

も
と
、
今
年
度
の
芸
術
祭
・
芸
術

文
化
活
動
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
芸
術
文
化

の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
か
た
が

た
（
左
に
記
載
）
の
表
彰
も
行
わ

れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
式
典
後
は
、
会
員

同
士
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
互
い

の
活
動
や
こ
れ
か
ら
の
芸
術
文
化

活
動
の
抱
負
な
ど
の
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

●
芸
術
文
化
賞
表
彰

○
鹿
野
靖
子
さ
ん

　

（
白
鷹
民
謡
愛
好
会
）

○
齋
藤
明
子
さ
ん

　

（
池
坊
た
ち
ば
な
会
）

功労賞の鈴木美信さん
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保「このサラダ食べると、美人にな
るよ」

Ｓ男「美人って？」
保「お肌ピカピカ、ニコニコ顔にな
るんだよ !!」

Ｓ男「もう、とっくにＨちゃん美人
だべー」

　Ｈちゃんニコニコ。

　みんなもニコニコ。

佳
作　

平
成
に
不
況
の
波
が
押
し
寄
せ
る　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

平
凡
な
幸
せ
紡
ぐ
欠
け
茶
碗わ

ん　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

一ち
ょ
っ
と寸

し
た
言
葉
の
ず
れ
で
平
行
線　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

八や

そ

じ

十
路
来
て
平
穏
と
言
う
幸
を
知
る　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

家
庭
で
は
平
穏
無
事
が
宝
物　
　
　
　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

平
社
員
で
い
ら
れ
る
だ
け
で
い
い
時
代　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

平
凡
な
暮
ら
し
幸
福
詰
ま
っ
て
る　
　
　
　

鮎　

貝　

児
玉　

保
子

〃　
　

平
坦
な
道
で
な
か
っ
た
人
生
路　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

公
平
に
分
け
る
手
元
に
集
ま
る
目　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

平
均
台
渡
れ
な
い
人
渡
る
人　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

平
日
を
無
事
に
す
ご
せ
ば
足
り
る
老
い　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

平
安
は
い
づ
こ
不
況
の
嵐
吹
く　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

秀
逸　

平
服
で
来
て
下
さ
い
と
招
待
状　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

平
凡
に
暮
ら
せ
る
幸
を
感
謝
す
る　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

生
き
下
手
を
忘
れ
て
不
平
ば
か
り
言
う　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

野
良
仕
事
夢
中
な
時
が
平
和
で
す　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

正
直
に
生
き
て
手
の
平
返
せ
な
い　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

平
均
点
取
れ
ぬ
子
等
に
も
夢
が
あ
る　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

〃　
　

戦
国
の
子
の
目
平
和
を
訴
え
る　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

平
凡
な
日
々
の
暮
ら
し
に
感
謝
す
る　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

人
類
の
平
和
を
祈
る
初
詣　
　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

語
ろ
う
よ
平
穏
無
事
な
町
づ
く
り　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

五
客　

我が

を
捨
て
て
日
々
平
穏
で
丸
く
な
る　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

初
日
の
出
平
和
を
祈
願
牛
歩
す
る　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

平
凡
に
生
き
て
米
寿
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

平
凡
な
暮
ら
し
幸
せ
か
み
締
め
る　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

歳
重
ね
心
平
に
笑
い
皺し

わ　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

人
位　

扁
平
足
だ
け
ど
確
か
な
道
歩
む　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

地
位　

平
凡
な
暮
ら
し
に
孫
の
笑
い
声　
　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

天
位　

平
凡
の
終
わ
り
静
か
な
花
が
咲
く　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

軸　

平
凡
な
暮
ら
し
に
足
り
て
サ
ン
マ
焼
く　
　
　
　
　
　
　
　

美　

笑

次
回　

「
人
生
」
二
月
末
ま
で
。「
転
ぶ
」
三
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　
　

平　
　
　

安
部　

美
笑　

選

美人さん

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

　

一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
違
っ
て

見
え
て
も
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
症
状
を
示

す
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
対
応
は
格
段
に
楽
に
な
る

は
ず
で
す
。

○
第
六
法
則

こ
だ
わ
り
の
法
則

�
�
�
�
�
�
�
�
�
続
�
�

　

あ
る
こ
と
に
集
中
す
る
と
そ
こ

か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
周
囲
が
説
明

し
た
り
、
説
得
し
た
り
、
否
定
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
さ
ら
に
こ
だ
わ

り
続
け
る
と
い
う
の
が
こ
の
法
則

の
特
徴
で
す
。
11
月
号
・
12
月
号

・
１
月
号
で
は
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

の
う
ち
６
つ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
最
後
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
「
こ
だ
わ
り
」
に
対
処
す
る

　

ポ
イ
ン
ト

　

⑦
長
時
間
は
続
か
な
い
と

　
　

割
り
切
る

　

こ
だ
わ
り
の
法
則
に
対
す
る
基

本
的
な
対
応
で
す
が
、
お
金
や
食

べ
物
な
ど
一
つ
の
こ
だ
わ
り
は
長

く
て
も
半
年
か
ら
１
年
程
度
で
落

ち
着
き
ま
す
。
認
知
症
高
齢
者
自

身
や
家
族
に
危
険
が
及
ん
だ
り
あ

ま
り
に
も
近
所
に
迷
惑
が
か
か
る

場
合
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
体
裁

が
悪
い
と
か
介
護
の
手
間
が
少
し

増
え
る
程
度
で
あ
れ
ば
、
本
人
が

自
然
に
や
め
る
の
を
待
っ
た
方
が

得
策
で
す
。

　

大
便
を
衣
服
や
壁
に
な
す
り
つ

け
る
弄ろ
う
べ
ん便
行
為
も
家
族
を
悩
ま
せ

ま
す
が
、
何
年
も
続
く
こ
と
は
ま

れ
で
、
多
く
は
半
年
か
ら
１
年
程

度
で
収
ま
り
ま
す
。
事
態
を
深
刻

に
思
い
つ
め
る
よ
り
も
、
不
潔
行

為
も
本
人
の
生
命
力
の
現
れ
方
の

一
つ
と
割
り
切
り
、
汚
さ
れ
て
も

簡
単
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
ビ
ニ

ー
ル
や
古
新
聞
な
ど
を
必
要
に
応

じ
て
敷
く
と
い
っ
た
工
夫
や
ア
イ

デ
ィ
ア
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

子「ぼくの家に赤ちゃん産まれたよ」
保「５月にはＡくんのお家に産まれ
たし、９月はＢちゃん、10月はＣち

ゃん、11月はＤちゃんのお家に産ま

れたね。ずっと赤ちゃん産まれった

ね。春になったら、Ｅちゃん、Ｆち

ゃん、Ｇくんの家にも産まれるよね」

子「えーっ、そんなにいっぱい？赤
ちゃん産むなはやってだんだが？」

保「にこっ」

さいこう!!ひがしね保育園

“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」

心もいきいき働き盛りの健康づくり～心もいきいきと暮らせるために

“心が元気”と“体が元気”

　わたしたちの体は、交感神経と副交感神経から成
る自律神経によって均衡が保たれています。心の状
態は自律神経に影響するといわれています。緊張し
ているときは交感神経が活発で、反対にリラックス
しているときは副交感神経が活発です。このように、
わたしたちの体は無意識に交感神経・副交感神経を
バランスよく働かせることで「心が元気」「体が元気」
を保っています。自律神経がバランスよく働くため
にはストレス対策が重要です。

健康のひろば

中間評価

少し元気になって
います。もうひと
がんばり！

○元気に子育てができる暮らし
○心にゆとりのある暮らし　　　　　を目指します。
○若さを保つ元気な暮らし

このような元気な暮らしのためには、「心が元気！体が元気！」が大切です。

働き盛り「心が元気 !  体が元気 !」

平成 15 年 平成 22 年
（目標値） 平成 20 年

心が元気 74.0% 85% 75.0％
体が元気 64.9% 70% 69.0％

※働き盛り（30 歳代～ 60 歳代）の合計
※元気の割合（％）→　①とても元気②ちょっと元気③元気　の合計

　町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、平
成20年９月22日から10月15日まで、町民の皆さんを対象に、元気ニコニコ21アン
ケート調査を実施しました。
〔元気ニコニコ21アンケート〕
問「今、心が、体が元気ですか。病気があるなしにかかわらずお答えください。」
答　①とても元気　②ちょっと元気　③元気　④あまり元気でない　
　　⑤元気でない　⑥すごく元気でない

栄　養

●栄養素の中にはストレ

スを防いだり、心身の疲

労を回復させるのに役立

つものがあります。特に

たんぱく質、ビタミン、

ミネラルは心の三大栄養

素です。

睡　眠

●眠りはストレス解消の

特効薬！

●快適睡眠のためには朝

食を大事に夕食は軽く

●目が覚めたら光を入れ

て体内時計をスイッチオ

ン、同じ時刻に毎日起床、

早起きが早寝に通じます。

運　動

●運動はストレスに効く～体のケアは心のケア

「元気ニコニコ21アンケート」について

　白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらた
か21」は、平成15年度に町民と町が協働で町
民の健康な暮らしを目指して、地域と町の健
康増進活動の行動目標と目標値を策定したも
のです。
　その行動目標と目標値の達成進捗

ちょく

状況を把
握するために、町民の意識調査として「心が
元気ですか」「体が元気ですか」の設問をはじ
め50項目の「元気ニコニコ21アンケート」を
実施しました。
　「心が元気ですか」「体が元気ですか」の設
問は、数字で表しにくい健康感を６段階のに
こにこマークを使用し、調査したものです。
健康行動と気持ちの関連は多くの研究者が認
めています。
　このように、アンケート結果を基に白鷹町
健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の
達成進捗状況を分析し、目標年度に向けて、
計画の評価・見直しをするものです。
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病　院　事　業

　病院事業は、地域医療の拠点として内科、外科は毎日、
整形外科、婦人科、皮膚科は週２日の診療を行ってきまし
た。主な事業としては、超音波診断装置などの医療機器の
購入、温冷配膳車の更新、給食室などの施設整備及びレセ
プト電算システムの構築などを実施しました。
　医療を取り巻く環境は大変厳しいものがありますが、今
後とも公的病院としての使命を充分に認識し、患者サービ
スの充実並びに病院経営の健全化に努めます。

３　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総資産 3,239,945 3,192,457 3,143,152

負　債 47,077 53,574 65,314

資　本 3,192,868 3,039,859 3,077,838

累積欠損金（＊ 1） 98,046 97,668 97,201

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総収入 （＊ 2） 1,161,189 1,183,063 1,183,368

経常損益 18,446 379 466

当期損益 18,446 379 466

減価償却前当期損益 100,962 84,315 87,698

４　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 17 年度 18 年度 19 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 5,000 5,000 10,000 建設改良元金

補助金 （＊ 4） 5,600 10,800 11,431
研究研修費、共
済組合追加費用

負担金 （＊ 5） 169,400 184,200 223,069
経営基盤強化、
救急医療確保

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 180,000 200,000 244,500

５　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 17 年度 18 年度 19 年度

企業債
（うち公的資金）

1,671,014
（1,671,014）

1,594,625
（1,594,625）

1,523,314
（1,523,314）

６　職員給与の状況（19 年度決算） （単位：千円、％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

1,182,902 679,277 57.4

職員給与
費の状況

職員数
（A）

給料 手当
計

（B）
1人当たり給与

費（B/A）

58 人 249,601 165,792 415,393 7,162

７　経営改革の推進状況

取り組み内容 19 年度までの実績

民間委託の導入 医療事務、警備夜間休日受付、清掃、機器保
守点検、給食調理

収益増加の取り組み 嘱託徴収員の配置、人間ドック事業の充実

組織･体制の見直し 公営企業法全部適用、在宅支援室の設置

その他 医療情報システム（電子カルテ・医事会計など）
の整備拡張

経費節減などの効果 職員１人減。カルテの電子化による紙・Ｘ線
写真現像費用などの削減

公共下水道事業

　下水道事業は、平成20年度で「全町下水道整備構想中期
計画」に基づく計画区域の管路整備が完了する予定です。
平成20年度からは、区域拡大による流入水量の増加などに
より、浄化管理センターの水処理施設増設工事を行ってい
ます。今後も下水道事業の健全な経営のため、維持管理費
の縮減と資本費の適正管理に努め、戸別訪問などによる水
洗化率の向上に取り組みながら、計画的な整備を進めます。

１　事業の概要

18 年度 19 年度 比較

水洗化人口 7,332 人 7,613 人 281 人

水洗化率 78.1％ 80.2％ 2.1％

整備率 88.1％ 89.7％ 1.6％

２　経営状況 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

収　　入 （A） 899,996 915,732 1,164,616

うち下水道使用料 131,432 132,878 134,021

うち国庫補助金 114,000 120,000 40,000

うち地方債 162,600 187,100 558,200

うち一般会計繰入金 434,345 441,315 402,279

支　　出 （B） 885,995 904,405 1,151,582

うち事業費 292,557 294,081 166,070

うち元利償還金 511,734 505,005 897,175

収支差引（A）―（B） 14,001 11,327 13,034

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 17 年度 18 年度 19 年度 備　考

出資金 0 0 0

補助金 0 0 0

負担金 0 0 0

繰出し金 （＊ 6） 434,345 441,315 402,279

うち基準内繰出 193,532 235,885 231,016

うち基準外繰出 240,813 205,430 171,263

合　計 434,345 441,315 402,279

４　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 17 年度 18 年度 19 年度

企業債 （うち公的資金）
4,442,654

（4,442,654）
4,281,653

（4,281,653）
4,090,605

（3,736,205）

５　職員給与の状況（19 年度決算） （単位 ： 千円、％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

1,151,582 34,047 3.0

職員給与
費の状況

職員数
（A）

給料 手当
計

（B）
1人当たり給
与費（B/A）

4 人 15,836 7,728 23,564 5,891

６　公共料金等の状況 （19 年度家庭用 ： １カ月当たり） （税含み）

基本料金
基本排除汚水量 10 m3

従量料金
10 m3～

1,680 円 168 円／m3

１　事業の概要

診療科目 内科、外科、整形外科、婦人科、皮膚科 病床数 70 床

組織概要 病院事業管理者－院長－（診療部、看護部、事務局）

その他 救急指定、 人間ドック、 健康診断

２　事業状況

17 年度 18 年度 19 年度

患者数

入院 21,137 人 21,046 人 20,716 人

外来 61,824 人 54,989 人 51,951 人

計 82,961 人 76,035 人 72,667 人

病床利用率 82.7％ 82.4％ 80.9％

１　事業の概要

項　目 18 年度 19 年度 比較

給水人口 16,023 人 15,840 人 △ 183 人

年間総給水量 1,700,942 m3 1,678,911 m3 △ 22,031 m3

1日当たり平均給水量 4,660 m3 4,587 m3 △ 73 m3

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総資産 3,607,885 3,583,517 3,484,081

負　債 21,496 21,539 22,044

資　本 3,586,389 3,561,978 3,462,037

累積欠損金（＊ 1） 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総収入 （＊ 2） 343,962 346,986 347,521

経常損益 50,541 46,190 50,816

当期損益 50,118 45,677 50,502

減価償却前当期損益 162,951 160,766 167,359

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 17 年度 18 年度 19 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 610 649 690
簡易水道建設改良
元金

補助金 （＊ 4） 1,998 1,937 1,915
高料金対策、 簡易
水道改良利子など

負担金 （＊ 5） 13,505 13,839 15,017
消火栓設置費、 公
衆水呑み栓など

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 16,113 16,425 17,622

４　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 17 年度 18 年度 19 年度

企業債 （うち公的資金）
1,837,034

（1,837,034）
1,759,004

（1,759,004）
1,596,676

（1,596,676）

５　職員給与の状況（19 年度決算） （単位：千円、％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

297,019 30,698 10.3

職員給与
費の状況

職員数
（A）

給料 手当
計

（B）
1 人当たり給
与費（A/B）

4 人 14,820 8,664 23,484 5,871

６　公共料金等の状況（19年度家庭用:１カ月当たり） （単位：円、税含み）

基本料金
口径 13mm 口径 20mm

従量料金
1 m3～ 50 m3 51 m3

840 1,050 157.5 189

公営企業及び第三セクターの
財務状況をお知らせします

公営企業
　白鷹町の地方公営企業の事業数は、地方公営企業法を適用していない事業も含めると、７
事業あります。特に、水道事業、病院事業などの公営企業及びこれに準ずる事業である下水
道事業について、財務・給与等の情報を公開します。

水　道　事　業

　水道事業は、道路改良工事などに伴う配水管の新設及び
設置替え工事を行うとともに、浄水場設備の一部更新を実
施しました。健康で文化的な生活を支える基幹事業として、
健全経営に配慮しながら給水サービスの向上に努めます。

７　経営改革の推進状況

取り組み内容 19 年度までの実績

民間委託の導入 処理場の運転管理・保守点検、マンホー
ルポンプ施設管理業務、使用料徴収事務

組織･体制の見直し 建設課と上下水道課を統合、下水道管理
係・下水道工務係を下水道係に統合

収益増加の取り組み 水洗化率の向上、下水道普及相談員を設
置し、未加入世帯への戸別訪問、加入促進

経費の節減など 制度改正による経費削減
未収金の徴収

【用語解説】
＊１：累積欠損金…各事業年度の営業活動の結果生じた欠

　　　損金が、多年度にわたって累積したもの。貸借対照

　　　表上の利益剰余金のマイナスとして表示されます。

＊２：総収入…売上高＋営業外収益＋特別利益

＊３：出資金…地方公営企業法第18条に基づき、地方公共

　　　団体の一般会計等から公営企業の特別会計に出資さ

　　　れたもので、公営企業の自己資本金となります。

＊４：補助金…一般会計等から公営企業の特別会計へ各種

　　　行政上の目的をもって交付される金銭的給付

＊５：負担金…一定の事業などについて、公営企業を含む

　　　特別の利益関係を有する者がその受益に応じて負担

　　　する金銭的給付、または財政政策上その経費の負担

　　　割合が定められている際に負担する金銭的給付

＊６：繰出し金…地方公営企業法第17条の２、第17条の３

　　　に基づき、一般会計等から公営企業の特別会計へ繰

　　　り出した金銭的給付。なお、「基準内繰出」とは、総

　　　務省通知に基づく繰出し額をいい、「基準外繰出」と

　　　は、その通知に基づかない繰出し金をいいます。

７　経営改革の推進状況

取り組み内容 19 年度までの実績

民間委託の導入 浄水場の運転管理、定期メーター検針、料金
調定業務、配水管漏水などの修理業務、水質
検査業務

組織･体制の見直し 建設課と上下水道課を統合、水道業務係・給水
係･水道施設係を水道係に統合、職員１人減
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第三セクター
　白鷹町の第三セクターは、町の施策と密接に連
携しながら、地域づくりや公共施設の管理など公
共サービスの提供主体として重要な役割を担って
きました。しかし、社会経済状況の変化に伴い、
大変厳しい経営状況となっている第三セクターも
あることから、その役割を再確認し、町の関与の
あり方、経営形態の見直しなど検討を行うととも
に、町民の皆さまに積極的に経営状況などの情報
を公開していきます。本町の第三セクターは、財
団法人白鷹町アルカディア財団、白鷹町土地開発
公社、有限会社ケイエスしらたかとなっています。

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 62 年

住　　　所 白鷹町大字十王 5687 番地 8

事業内容
パレス松風、 勤労者総合福祉センター、 総合情報セ
ンター、 町営バス、 ふるさと森林公園の管理運営

基本財産 1 億円
うち町の出
捐金　9500
万円 （95％）

主な出捐者 （JA 山形おき
たま、森林組合、町商工会）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総資産 179,379 175,668 173,452

負債 109,189 109,644 107,319

（うち借入金） （82,000） （82,000） （88,000）

資本 70,190 66,024 66,133

累積欠損金 29,810 33,975 33,865

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総収入 391,496 384,408 380,104

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（51,297） （44,919） （45,623）

経常損益 △ 11,686 △ 4,165 110 

当期損益 △ 11,686 △ 4,165 110 

減価償却前当期損益 △ 11,686 2,021 5,832 

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢 平均年収

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

16 人 （4 人） ― 193

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

24 人 （0 人） 42 歳 3,182 千円

財団法人白鷹町アルカディア財団

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 49 年

住　　　所 白鷹町大字荒砥甲 833 番地

事業内容 宅地造成、 公有地等取得

基本財産 500 万円 うち町の出資金　500 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総資産 153,340 160,318 162,225

負債 29,903 29,920 29,843

（うち借入金） （0） （0） （0）

資本 123,437 130,398 132,382

累積欠損金 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総収入 147,544 61,463 53,522

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（2,000） （2,000） （2,000）

経常損益 3,996 6,960 1,984

当期損益 98,553 6,960 1,984

減価償却前当期損益 98,553 6,960 1,984

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢 平均年収

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

14 人 （4 人） ― 9

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

2 人 （0 人） 61 歳 1,524 千円

白鷹町土地開発公社

１　第三セクターの概要

設立年度 平成 16 年

住　　所 白鷹町大字荒砥甲 501 番地

事業内容 病院業務支援、 介護支援、 行政事務補助支援

基本財産 300 万円 うち町の出資金　300 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総資産 6,184 10,383 8,089

負債 3,184 7,379 4,981

（うち借入金） （0） （0） （0）

資本 3,000 3,000 3,000

累積欠損金 0 0 0

◇　損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 17 年度 18 年度 19 年度

総収入 70,212 72,802 67,497

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（66,904） （72,800） （67,490）

経常損益 88 109 247

当期損益 0 4 4

減価償却前当期損益 0 4 4

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢 平均年収

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

2 人 （2 人） ― 0

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

25 人 （0 人） 37 歳 2,686 千円

有限会社ケイエスしらたか

公営企業及び第三セクターの情報公開については、
白鷹町ホームページの「行財政改革」コーナーにも
掲載しています。

問い合わせ
総務政策課　総務係
☎85－6120

ストップ 　 滞
た い の う

納
－納め忘れはありませんか？－

　町民の皆さんに納めていただいている町税は、まちづくりの貴重な財源です。町では、町税などの負
担の公平を確保するために督促、催告、臨戸、調査などを実施しています。また、収納率向上対策委員
会を開催し、収納率の向上策を検討しています。

滞納を防ぐために
　町は、貴重な財源となる税収などの確保と町民一人ひとりの公平性を保つために、次のような収納対策に
取り組んでいます。

＜口座振替の推進＞

　納め忘れがないように、町税などの納付には簡単で便利な口座振替をお勧めしています。毎月金融機関を
　訪れる手間も省けますので、お忙しいかたやお年寄りのかたにも便利です。申込書は、役場町民税務課と
　町指定金融機関などの窓口に準備しています。

＜督促と催告＞

　納期限を過ぎても納付がない場合、督促状を送付
　しています。それでも納付がない場合、電話や文
　書、臨戸による催告をさせていただいています。

＜早めの納付相談＞

　病気や事業不振などでどうしても期限内に納付で
　きないかたには、納税相談を実施しています。分
　割納付などの緩和制度がありますので、お早めに
　ご相談ください。

＜納税交渉・財産調査＞

　電話や文書催告、臨戸催告をしても、納税に対す
　る誠意が見られず、特別な理由もなく納付しない
　滞納者に対しては、財産調査を実施し、納税交渉
　を行わせていただきます。必要に応じて、給料や
　財産（動産・不動産・預貯金・生命保険契約など）を
　調査させていただきます。

＜時には差押も＞

　十分な資力があるにもかかわらず、催告に応じな
　い一部の悪質な滞納者に対しては、「差押」を実施
　しています。

＜公売による滞納整理＞

　差押を行った後も納税に応じてもらえない場合は、
　差し押さえた財産を換価する公売（平成20年度か
　らは、インターネット公売も実施しています）な
　どの強制的な徴収手続に踏み切ります。 ■問い合わせ　町民税務課　収納係（☎85－6106）

滞納をそのままにしておくと…

延滞金の利率は年14.6％
（初めの１カ月のみ、
　年4.5％）

預金の差押は金融機
関に、給与の差押は
職場に。差押が明ら
かになってしまう…

国民健康保険税を滞
納すると、有効期限
の短い保険証やいっ
たん全額自己負担の
保険証になることも
ある…

不動産の差押を受け
ると、登記簿に差押
えの記載が残ってし
まう…

滞納処分が非常に厳しい措置となっているのは、

納税が地方自治の運営にとって非常に重要な役割

を持っているからです。納税をしないでさまざま

な公共サービスを受けるということは、きちんと

納税している納税者との間に不公平が生じてしま

います。ご理解とご協力をお願いいたします。
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第27回
白鷹スキー場祭り

▼どこで　白鷹町営スキー場

▼内容（開始時間）

　○開会行事（午前10時）

　○雪中宝さがし（午前10時30分）

　○雪玉ボトル倒し（午前10時30分）

　○お楽しみ抽選会（随時）

　○ミルクバー（随時）

　○餅つき大会（午前11時30分）

　※餅券をお買い求めください。

　○閉会（昼12時30分頃）

▼その他

○お祭り時間中、リフト料金は無料です（午後１時

　より通常料金となります）。

○付近の交通の妨げになるお車の駐停車はご遠慮く

　ださい。

○駐車場係員の指示に従ってください。

▼主催　白鷹スキー場祭り実行委員会

▼後援　白鷹町、町教育委員会、町観光協会、

　　　　中山商店会、中山区

■問い合わせ

　白鷹スキーセンター（☎87－2456）
　実行委員長（☎85－0920）

2/22（日）

１月の町長交際費

平成21年１月に支出された町長交際費について
お知らせします。
■問い合わせ
　総務政策課総務係（☎85－6120）

【雪下ろし作業８つのポイント】

（１）屋根の雪のゆるみに注意！

　＊暖かい日の午後は特に注意しましょう。
　＊雪解け水や雪が動く音に注意しましょう。
（２）安全な服装で！

　＊ヘルメットを着用しましょう。
　＊着ぶくれしないで動きやすい服装にしましょう。
　＊滑りにくいゴム長靴を着用しましょう。
（３）必ず命綱を付けて作業！

　＊転落防止のために、命綱を使いましょう。
（４）はしごはしっかり固定！

　＊転落防止のため、はしごの足元をしっかり固め、
　　上部を固定しましょう。
　＊長さは軒先より60センチ以上高くしましょう。
　＊屋根に対して真っ直ぐに、決められた角度でか
　　けましょう。
　＊はしごの登り降りは特に注意が必要です。
（５）使いやすい除雪道具を！

　＊軽くて雪が付きにくいアルミ製スコップやスノ
　　ーダンプを使いましょう。

（６）２人以上で作業！

　＊万が一の事故に備えて、２人以上で作業しまし
　　ょう。
　＊やむを得ず１人で作業する場合は、家族や隣近
　　所に声をかけましょう。
　＊携帯電話も持ちましょう。
（７）無理な作業はしない！

　＊雪下ろしは重労働です。体調の悪いときは無理
　　はやめましょう。
　＊上る前に準備運動を忘れずに行いましょう。
　＊十分に休憩を入れながら、何回かに分けて下ろ
　　しましょう。
（８）足場はいつも注意！

　＊落雪に巻き込まれないように、上から雪下ろし
　　をしましょう。
　＊足場は慎重につくりましょう。
　＊厚さ20センチ程度の雪を残した方がすべりに
　　くい。
　＊軒先の雪は最後に落としましょう。

【除雪機による事故防止のポイント】

○回転部分には近寄らないこと。
○雪が詰まったときはエンジンを確実に切り、ロー
　ター停止を確認してから雪を取り除くことなどに
　注意してください。

問い合わせ
総務政策課　生活安全係

☎85－6122

屋根の雪下ろしは危険がいっぱい！

　この冬、山形県内では、雪下ろしや除雪作業中の
事故が多発しています。白鷹町においても、１名の
かたが屋根からの転落事故で亡くなっています。こ
れからの時季、事故が起きないよう次の点に十分注
意して、雪による被害を防止しましょう。

雪片付けのときの注意点

うまい話にすぐのらない
　「還付金があります」「すぐに融資します」の誘いは要注意！

送
そう

金しない（ATM・エクスパックなど）
　「オレオレ」「融資するから保証金を送れ」と言われても、　
　すぐに送金はしない。

だれかに相談する
　振り込み・送金手続き前に、家族や警察へ相談する。

ベストな対応は、本人に再確認する
　名乗った本人・役所などに確認する。

その話、うそだべ･･･！

振り込め詐
さ ぎ

欺に注意しましょう

振り込め詐欺の被害が後を絶ちません。「オレ
オレ」などのお金を送ってほしいという電話
や「還付金」などのうまい話にはすぐにのら
ず、次の言葉を心に留めて、犯罪を未然に防
ぎましょう。

う
そ
だ
べ

■問い合わせ　長井警察署（☎84－0110）カモンくん

支出命令日 区分
支出命令額

( 円 )
備　　　考

1 月 4 日 御祝 5,000 荒砥地区新春交流会

1 月 4 日 御祝 5,000 十王地区新春懇談会

1 月 4 日 御祝 3,100 荒砥　祭礼

1 月 4 日 御祝 3,150 鮎貝　祭礼

1 月 5 日 香典 10,000

1 月 9 日 御祝 3,000 新春建設事業懇談会

1 月 9 日 御祝 5,000 蚕桑地区新春のつどい

1 月 9 日 御祝 5,000 東根地区新春交流会

1 月 9 日 御祝 5,000 鮎貝地区新春懇談会

1 月 9 日 御祝 5,000
鷹山地区新春地域振
興懇談会

1 月 13 日 御祝 3,000 十王老人クラブ新年会

1 月 16 日 御祝 3,000 東横田尻区新春のつどい

1 月 18 日 御祝 3,000 新町新春交流会

1 月 19 日 献花 15,000 弔慰生花

1 月 20 日 御祝 5,000
白鷹町酪農組合新春
祝賀会

1 月 21 日 香典 10,000

1 月 24 日 香典 10,000

1 月 24 日 香典 5,000

1 月 26 日 香典 5,000

1 月 27 日 御祝 3,100 あゆ茶屋をめんどみる会

1 月 30 日 御祝 3,000 白鷹町青申会定時総会

計 114,350 

�
存
�
�
�
�
�

白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会

　

町
勤
労
者
互
助
会
は
、
町
内
で

働
く
皆
さ
ん
の
福
利
厚
生
や
生
活

安
定
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

会
で
、
今
年
で
25
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

現
在
、
４
０
６
人
の
会
員
が
加

入
し
て
い
ま
す
。
当
会
で
は
、
年

間
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
関

連
の
事
業
を
実
施
し
、
会
員
相
互

の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
加
入
資
格　

町
内
の
労
働
組
合

の
な
い
事
業
所
に
勤
務
す
る
従
業

員
及
び
事
業
主
の
か
た

▼
入
会
金　

一
人
２
０
０
円

▼
会
費　

一
人
月
額
３
０
０
円

▼
共
済
金
給
付
事
業

　

結
婚
祝
金
１
万
５
０
０
０
円

　

出
生
祝
金
８
０
０
０
円

　

就
学
祝
金
６
０
０
０
円

　

55
歳
祝
金
７
０
０
０
円
な
ど

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業　

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
な
ど

※
入
会
、
追
加
加
入
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
商
工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）

毎回白熱、ソフトボール大会 フラワーアレンジメント教室
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町
立
病
院
�
�
�
�
知
�
�

　

３
月
の
第
３
金
曜
日
（
20
日
）

が
休
日
と
な
る
た
め
、
そ
の
代
わ

り
に
、
３
月
18
日（
水
）に
婦
人
科

診
察
（
逸
見
先
生
）
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

学
校
体
育
施
設
等
使
用
調
整
会

議
�
開
催
�
�
�

　

平
成
21
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

使
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
使
用
を
希
望
す
る
団
体
の
代

表
の
か
た
は
、
必
ず
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

　

使
用
実
績
の
あ
る
団
体
に
は
既

に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
新
規
団

体
に
は
申
請
書
類
な
ど
を
お
渡
し

おしらせ

た
は
山
形
県
農
業
会
議
（
☎
０
２

３

－

６
２
２

－

８
７
１
６
）

�
�
�
�
希
望
�
丘

嘱
託
職
員
募
集

▼
勤
務
先　

コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘

診
療
所
（
川
西
町
下
小
松
）

▼
採
用
職
種　

嘱
託
看
護
師
ま
た

は
嘱
託
准
看
護
師

▼
採
用
人
数　

１
人

▼
雇
用
期
間　

平
成
21
年
４
月
１

日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
（
更
新

も
あ
り
）

▼
業
務
内
容　

当
診
療
所
の
医
療

業
務

▼
免
許
・
資
格　

看
護
師
免
許
ま

た
は
准
看
護
師
免
許

▼
報
酬
な
ど　

当
法
人
規
程
に
よ

り
支
給
し
ま
す
。

▼
勤
務
時
間

○
一
日
８
時
間

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

○
一
週
32
時
間
（
４
日
勤
務
）

▼
社
会
保
険　

加
入
あ
り

▼
採
用
方
法　

直
接
面
接
の
う
え

決
定
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

コ
ロ
ニ

ー
希
望
が
丘
診
療
所
／
田
中
（
☎

０
２
３
８

－
46

－
２
３
８
３
）

支
援
活
動
員
�
募
集

▼
募
集
す
る
支
援
活
動
員

○
電
話
相
談
員　

10
人

○
直
接
支
援
員　

10
人

▼
応
募
対
象

○
年
齢
25
歳
以
上
（
性
別
不
問
）

○
電
話
相
談
員
は
月
２
回
く
ら
い

　

電
話
相
談
に
従
事
で
き
る
か
た

○
直
接
支
援
員
は
裁
判
、
病
院
な

　

ど
へ
の
付
添
い
可
能
な
か
た

＊
医
療
・
教
育
・
福
祉
・
司
法
分

　

野
で
の
経
験
あ
る
か
た
は
歓
迎

　

し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

３
月
１
日
（
日
）

〜
４
月
15
日
（
水
）

▼
応
募
方
法　

申
込
書
と
「
応
募

の
動
機
」
と
題
す
る
作
文
を
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

▼
研
修
の
受
講
・
認
定

①
選
考
さ
れ
た
「
支
援
活
動
員
候

　

補
者
」
は
必
要
な
研
修
を
受
講

　

し
ま
す
。

②
研
修
を
修
了
し
た
か
た
を
支
援

　

活
動
員
に
認
定
し
、
支
援
業
務

　

に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

や
ま
が
た
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
０

２
３

－

６
４
２

－

３
５
７
１
）

放
送
大
学
�
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

大
学
で
す
。
１
科
目
か
ら
で
も
学

べ
ま
す
。

▼
募
集
学
生

し
ま
す
の
で
、
２
月
20
日
（
金
）

ま
で
教
育
委
員
会
あ
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
使
用
料
は
１
回
５
０
０

円
で
す
（
ス
ポ
少
以
外
の
団
体
な

ど
）。

▼
い
つ　

３
月
２
日
（
月
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

危
険
物
取
扱
者
�
消
防
設
備
士

�
免
状
�
�
持
�
�
皆
�
�
�

　

消
防
法
令
で
は
、
当
該
免
状
に

貼
っ
て
あ
る
写
真
は
、
10
年
以
内

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
写
真
の
書

き
換
え
申
請
を
し
て
い
な
い
か
た

は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
写
真
の
書
き
換
え
と
は
、
新
し

い
写
真
を
印
刷
し
た
免
状
に
取
り

換
え
る
こ
と
で
す
。

※
申
請
書
用
紙
は
各
消
防
本
部
や

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県

支
部
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

（
☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
７
６

１
）

○
全
科
履
修
生
（
大
学
卒
業
を
目

　

指
す
編
入
学
可
／
18
歳
以
上
）

○
理
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
／

　

15
歳
以
上
）

○
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
間
在
学

　

／
16
歳
以
上
）

▼
締
め
切
り　

２
月
28
日
（
土
）

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

放

送
大
学
山
形
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
３

－
６
４
６
－

８
８
３
６
）

�
�
�
�
看
護
体
験
参
加
者
募
集

　

病
院
の
患
者
さ
ん
や
福
祉
施
設

の
入
所
者
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
、
命
や
医
療
、
看
護

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

５
月
10
日
（
日
）
〜
16

日
（
土
）
ま
で
の
施
設
実
施
日

▼
体
験
で
き
る
施
設　

県
内
病
院
、

福
祉
施
設
な
ど

▼
対
象　

高
校
生
以
上
で
初
め
て

参
加
す
る
か
た

▼
応
募
方
法

(1)
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(2)
高
校
生
以
外
の
か
た
は
は
が
き

に
、
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、

④
年
齢
、
⑤
職
業
、
⑥
電
話
番
号
、

⑦
施
設
名
、
⑧
白
衣
の
サ
イ
ズ
を

明
記
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

２
月
16
日
（
月
）

〜
26
日
（
木
）
必
着

※
施
設
名
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
施
設
ご
と
の
定
員
に
よ
り
、
体

験
施
設
を
調
整
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

看
護
協
会
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」

担
当
（
〒
９
９
０

－

２
４
７
３　

山
形
市
松
栄
１

－

５

－

45　

☎
０

２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３
）

催　し

外
国
�
�
嫁
�
�
�
�
�
�
子
育

�
語
�
�
会

　

今
年
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
心
広
が
る
ふ
れ
あ
い
講
座
」
と

し
て
、
外
国
か
ら
嫁
が
れ
た
か
た

の
子
育
て
語
ろ
う
会
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
８
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
希
望
の
間
）

▼
内
容

○
「
豊
か
な
食
生
活
で
健
康
子
育

　

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
白
鷹
の
郷

　

土
料
理
の
試
食
と
元
気
ニ
コ
ニ

　

コ
推
進
会
議
の
食
育
グ
ル
ー
プ

　

の
か
た
の
お
話

○
子
育
て
の
情
報
交
換

○
白
鷹
町
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

　

ス
や
日
本
語
学
校
の
紹
介

▼
対
象　

外
国
か
ら
嫁
ぎ
、
小
学

生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
い
る
か
た

▼
締
め
切
り　

３
月
４
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
２
１

２
）

�
認
知
症
�
人
�
家
族
�
会
�
�

開
催
�
�
�

　

認
知
症
の
介
護
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
認
知

症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
か
た
が

集
ま
っ
て
話
し
合
う
会
を
開
催
し

ま
す
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
25
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
こ
ろ

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

認
知
症
の
人
と
家
族
の

か
た
、
介
護
者
の
か
た
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）

第
�
回
自
主
防
災
組
織
�
�
�

�
研
修
会
�
開
催
�
�
�

　

西
置
賜
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
主
防
災
組
織
の
活
動
強
化
、
新

た
な
組
織
化
な
ど
を
め
ざ
す
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。
自
主
防
災
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
や
防
災
に
関
心
の

あ
る
か
た
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部
２
階
会
議
室（
長
井
市
山
）

▼
内
容

①
火
災
予
防
と
住
宅
用
火
災
警
報

　

器
に
つ
い
て

②
自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例

③
自
主
防
災
の
意
義
に
つ
い
て

④
救
命
法
の
講
習

⑤
煙
か
ら
の
脱
出
体
験

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
防
災
セ

ン
タ
ー
（
☎
88

－

１
８
３
９
）

�
�
�
�
平
成
蔵
人
考
13
幕

蔵
出
�
体
験
新
酒
�
�
�
�
�

　

今
年
の
新
酒
を
、
自
分
で
搾
っ

て
酒
蔵
で
飲
み
ま
せ
ん
か
。
当
日

飛
び
入
り
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　

（
午
後
１
時
30
分
集
合
）

▼
ど
こ
で　

加
茂
川
酒
造
株
式
会

社
酒
蔵
内

▼
会
費

○
パ
ー
テ
ィ
ー
会
費

　
　
　
　
　

４
０
０
０
円

募　集

町
民
�
�
�
�
�
�
大
会

参
加
者
募
集

▼
い
つ　

３
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
種
目　

混
成

▼
資
格　

18
歳
以
上

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

▼
締
め
切
り　

２
月
23
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
／
守
谷
（
☎

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

３
１
５
４
）

第
29
回
白
鷹
町
�
�
�
�
�
�

�
�
大
会
参
加
�
�
�
募
集

▼
い
つ　

３
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
・
中
学
男
子

・
中
学
女
子
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ

▼
参
加
資
格　

白
鷹
町
に
お
住
ま

い
の
か
た
、
ま
た
は
、
通
勤
通
学

し
て
い
る
学
生
、
社
会
人
の
か
た

▼
試
合
方
法

○
原
則
と
し
て
地
区
対
抗
ト
ー
ナ

　

メ
ン
ト
方
式
で
行
い
ま
す
。

○
中
学
の
部
は
、
東
中
学
校
・
西

　

中
学
校
の
対
抗
と
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

２
月
23
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

保
険
料
一
人
２
５

０
円
を
添
え
て
、
事
務
局
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
（
役
場

町
民
税
務
課
内
・
佐
藤
／
☎
85

－

６
１
３
０
）

農
業
研
修
生
�
雇
用
型
��
募
集

　

研
修
先
と
雇
用
契
約
を
結
び
、

賃
金
を
得
な
が
ら
栽
培
技
術
や
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
農
業
研

修
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
研
修
期
間　

平
成
21
年
４
月
〜

平
成
22
年
３
月
（
１
年
間
）

▼
対
象
者　

就
農
希
望
者
（
農
業

法
人
へ
の
就
職
希
望
者
を
含
む
）

▼
募
集
人
数　

30
人
程
度

▼
研
修
先　

県
内
の
農
業
法
人
、

先
進
農
家
な
ど

▼
締
め
切
り　

３
月
６
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
や
ま

が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
３

－

６
４
１

－

１
１
１
７
）
ま

○
年
会
費　

１
０
０
０
円
（
し
ら

　

た
か
平
成
蔵
人
考
年
会
費
）

▼
締
め
切
り　

２
月
25
日
（
水
）

▼
主
催　

し
ら
た
か
平
成
蔵
人
考

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

事
務
局

（
加
茂
川
酒
造
株
式
会
社
・
☎
85

－

３
１
５
１
）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥乙 山川 勝　也 塁
るい

みゆき

横田尻 小林 直　樹 凜
りん

さくら

箕和田 我妻 裕　樹 南
な

　椿
つき

奈々美

菖　蒲 小関 健　太 愛
あい

　花
か

羊　子

山　口 新野 直　樹 遥
はる

　貴
き

真紀子

鮎　貝 齋藤 大　介 滉
こう

　介
すけ

一　美

山　口 植木 誠 安
あん

　路
じ

千　絵

畔　藤 新野 晃　一 凜
りん

　華
か

由布子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（齋　藤　恵　介　　畔　藤
稲　葉　幸　恵　　山　口

（山　内　克　弘　　寒河江市
大　森　奈々子　　荒砥乙

（村　上　利　晴　　浅　立
木　村　紀　子　　横田尻

 住所　　  氏　　名  　年齢
十　王　鈴　木　よ　そ　82
浅　立　鈴　木　利　平　89
深　山　樋　口　け　さ　87
箕和田　鈴　木　一冨三　65
十　王　原　田　き　よ　84
畔　藤　渋　谷　富美子　79
荒砥乙　五十嶺　大次郎　89
十　王　髙　橋　八　郎　83
高　玉　木　口　梅　子　82
高　玉　菅　原　ヨ　シ　79
鮎　貝　岡　村　仁　助　77
横田尻　金　田　紀　一　67
荒砥甲　芳　賀　よ　し　84
荒砥甲　柴　田　智　子　83
横田尻　飯　澤　し　げ　79
荒砥甲　小　口　　薫　　85
荒砥甲　山　川　榮　一　84
荒砥乙　　　原　の　ぶ　84
荒砥甲　石　川　き　み　91
十　王　佐　藤　ウメヨ　93
菖　蒲　齋　　　永　次　83
深　山　横　澤　　　吉　69

【1月1日～1月31日届出】

�
職
場
�
�
�
�
�
着
用
者
�
大
量
発

4

4

4

生4

�
�
�
�
�
�
風
邪
�
�
�
感
染
者

4

4

4

�
�
�
�
�
�
今
年
�
予
防
者

4

4

4

�
多
�

�
�
�
�
�
皆
�
�
�
�
�
�
�
�
手

洗
�
�
部
屋
�
湿
度
維
持
�
�
予
防
�

心
�
�
�
�
過
�
�
�
�
�
�
�

�
立
春
�
過
�
�
徐
�
�
日
�
長
�
�

�
�
�
�
�
�
�
今
年
�
雪
�
少
�
�

分
�
太
陽
�
光
�
�
�
暖
�
�
感
�
�

�
��
光
�
�
言
�
�
�
皆
�
�
�
光
�

�
�
�
�
�
話
�
�
存
�
�
�
�
�
�

�
月
号
�
続
�
�
今
回
�
町
�
�
�
�

�
�
声
�
�
�
�
知
�
�
�
�
�
�
�

既
�
導
入
�
�
�
他
市
町
村
�
�
�
�

�
�
電
話
�
�
医
療
�
福
祉
相
談
�
地

域
�
�
�
�
�
伝
�
�
自
主
放
送
�
�

�
始
�
�
�
�
�
�
�
�
�
地
域
�
好

�
�
�
�
�
�
�
�
住
�
続
�
�
�
�

�
�
�
�
�
暮
�
�
�
�
�
場
所
�
�

�
�
�
�
�
光
�
�
�
�
�
�
必
要
�

�
�
�
感
�
�
�
�
�
春
�
訪
�
�
�

�
�
�
光
�
�
�
�
�
�
実
現
�
�
�

�
�
信
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

荒砥駅前交流施設資料館のごあんない

▼同時開催

　狐越街道（荒砥～中山）

　　　　　史跡写真展
【撮影】平間　孝

　２月から荒砥駅前交流施設資料館
の展示が変わりました。今年のＮＨ
Ｋ大河ドラマ「天地人」に合わせ、
直江兼続・上杉家ゆかりの品や言い
伝え、そして新しい取り組みなどを
紹介していく内容で、当資料館ボラ
ンティアの皆さんが企画しました。
「長谷堂合戦」前後の物語なども手
づくりの書によって紹介されていま
す。なかでも、享保年間に描かれた
という「狐越街道道中図（写し）」は
必見です。
　戦国の世の息づかいが伝わる展示
です。皆さんもぜひご覧ください。

【左上】荒砥から中山までの狐越街
　道を描いた絵図。
【左下】「天地人列車」のヘッドマー
　ク。天地人推進会議の製作です。
【右】頭の南蛮笠には上杉家の「上」
　の字が。長谷堂合戦時には、この
　笠をかぶり戦場へと進んだと思わ
　れます。

あなたも歩いてみませんか、兼続の歩いた町。

荒砥駅資料館ボランティア会では、荒砥・十王地
区の歴史や史跡、お祭りなどを記した「荒砥十王
めぐり手帖」を作成しました。同地区の手書き地
図やウオーキングコース、狐越街道の物語など、
味のある温かい内容になっています。協力金200
円をいただき、一般頒布するということです。お
求めは、荒砥駅窓口にてどうぞ。


